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本
書
第

一

版
は

一

九

一

■五
年
露
西
：亞語
を

.以
て
、
モ
ス
コ
ゥ

fe
於
て
出
版
せ
ら
れ
、

一

九
ニ
ニ
年

J. 

B
e
r
n
a
r
d

民 

の
手
に
佛
譯
せ
ら
れ
巴
里
ょ

6

出
版
せ
ら
れ
た

..。本
書
は
同
佛
譯
版

.の

.ニ
版
，で

.あ
つ
て
、
原
版
ど
對
此
し
て
見
る
に 

多
少
ヵ
筆
せ
ら
れ

.て
ゐ
る

/^
ヵ
あ
る
ヵ
ら

"し
..て
.、
其

.の
南
分

2:
紹
介
し
た
い

vj

思
ふ

.
。
.

ブ
氏
R
據
れ
ば「

經
濟
恐
慌
の
本
質
は
、：一

面
忙
於
て
、
生
產
及
び
分
配
過
程
上
^
生
じ
た
る
矛
盾
の
急
激
な
る
、
 

併
し
、
不
可
避
な
る
.解
消
の
中
妃
、
他
而
、此
の
激
變
の
齋
ら
せ
る
經
濟
生
活
の
.某
礎
の
破
壤
の
中
^
存
し
て
ゐ
る
1_ 

?

1
4
0
0

も
の
で
あ
つ
て
.、
然
も
、
仑
れ
は
常
に
物
價
の
急
激
な
る
下
落
，/

」
I

致
し
て
ゐ
る
。(168-169)

然
る
^

 

.賓
本
主
義
财
_
#
^
.
於
1:
.は
、
生
產
は
^
^
^
^
慎
^
^
の̂
原
則
^

こ̂
^
太
^
、.へp

へ.

7 

3 

V

費
^
：:文
ー
资
专
力
.つ
^
^
P

者

i

る
も
の
で
あ
る
.か
ら
しv

 

c
p
r

 

1
5
2
〕
r

財
貨
の
價
値
の
激
變
は
經
濟
恐
慌
の
某
礎
で
あ
る」

'(
^
1
7
0
〕

ど
結 

論
しV

ゐ
る
.。
從
て
、
.恐
慌
の
周
期
性
の
原
因
は
、
物
價
の
周
期
的
變
動
の
原
因
を
探
究
す
る
事
に
據
つ
て
1«
明
し

得
る
も
の
で
あ
る
:0

ニ(P
.

 

1
7
0
〕
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■ 

;
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本
書
即
ち
第
一
:ー
版
化
於
.て
加
筆
ぜ
ら
れ
た
.、
：主
要
《
る
個
處
は
、
物
價
の
變
動
は
、
交
：換
方
式
中
^
於
け
る
能
動 

的

要

素

で

あ

つ

七

、
：，
決

し

V

受
動
的
要
素
で
は
な
い
事
を
'强
調
し
て
ぬ
る
.點
芯
蒋
す
る
。
：
ブ
氏
は
、「

客
襯
的
交
換
偾 

値
の
基
礎
を
な
し
て
ゐ
I

の
は
、
M
.對

的

社

會

値

價

で
あ
つ
てr」

..

？

，
3」

〕
「

絕

對

的

社

會

偾

値

は

_

_

的

主
 

觀
價
値
が
最
終
主
觀
効
用
^
據
つ
七
決
定
せ
ら
れ
る
如
く
ぐ
夫
は
ノ
最
終
社
會
効
用
^
據
つ
て
決
定
為
れ
て
ゐ
る
。」 

(

p

:s>
I)

-\
故
^
彼
の
立
場
は
朋
R
主
観
的
値
價
論
.で
あ
る
。
，然
し
て
、「

經
濟
財
の
：社
會
偾
做
の
：變
動
の
要
素
は
：

•
.
:

1
,

定

3
れ
た
全
體V」

し
て
の
經
濟
人
の
欲
望
を
完
全
な
る
且
、
持
續
的
方
法
を
以
て
滿
足
す
る
が
爲
め
k
不
可 

缺
攻
斯
く
澌
く
財
の
一
定
分
量

_め
需
要
ど
、;/
此
の
吩
量
の
：有
効
的
存
在
C
1
1
1
■れ
'ば

、
，
實

際R
獲
得
し
藤
る
0
n 

で
あ
る」

(

P
:
V2.0
6¥
;而
し\

し
、「

財
貨f

分
量
の
變
動
或
は
、
需
要
の
.移
動
ま
ん
生
：ず
る
個
々
の
財
貨
の
へ
格
價
は
物
價 

の
蚤
體
的
缒
動
を
惹
©
せ
し
め
、
»
價
の
冼
行
的
變
動
の
意
味
に
淤
^

へ
，
財

：貨

全

體

の

貨

幣

個

値

の

變

動

を

生

ザ

る
 

も
の
で
あ
る
。」

；

.?

. 24
7
3

 V

如
斯
き
立
場
が
最
氣
論
上
の
金
融
說
或
は
其
の
裴
礎
を
な
す
貨
幣
數
啬
說
ょ
み
非
雛
せ 

ふ
る
べ 

&
は
當
然
で
あ
る」

O

V
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■
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來

の

金
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偏

重

の

議

論

^

以

て
;-
^

氏
は
、
彼
：の
通
貨
主
義f c

u
r
a
c
y

 k
d
t
o
o
l
)
：

の
復
活
な
ぅV

し
、
夫
が 

後
者
^
:異
る
所
は
>
.
,
1
.
層
限
定
せ
ら
れ
た
る
特
性
を
有
す
る
流
通
手
段
取
る
：小
切
手
が
姐
行
# .
火
搞
镫
*
ら
れ
た
る
，
 

點
に
あ
名
も
、：：：€
ほ
翁
來
の
說
^
同
様
精
爾
な
名
事
實
の
上
に
觉
脚
せ
る
木
の
で
ぼ
な
い
；
-0
此
の
派
：の
如
何
欢
る
論 

者
.ビ
雖
ネ
信
用
證
沮
の
同
轉
期
垂
業
循
環
^

の
そ
れ
：1

*
し

て

：
ゐ

嗲

專

を

以

：ズ

、
餘
 

.證
明」

で
あ
る
ヒ
か
或
は
前
者
が
後
者
を
決
定
す
る
何
等
か
の
珂
能
性
あ
义
も
か
ホ
す
る
事
は
出
來
な
い
ミ
述
べ
て

S

S

#
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又
’
彼
等
が
謂
：ふ

f

、「

信
用
の

S

」

が
:#
;
價
の
騰
貴
從
て
好
景
氣

I

:來
す
る
決
定
原
因 

“
す
':
5
な
洽

|

逸
、側
藤

.
_の
如
さ
、、彼
等
が
認

$

以
$

It
w

f

u

®

^
液
濟
^

直
れ
将
な
い
の
は
何
故
で
あ
る
か
”

^
 ̂

$
 

.
彼
等
は
宛
も
信
用
の
替
減
が
覷
行
の

i f
2

t s
? s
r ?
定
: 1
れ
る
，

f

 
け
れ
共
、

夫
は 
I

S

S

る
。「

S

l

f

、
|

?

-

0

然
來
|

?

あ

つ

、
て

ぃ

：
信

用

を

#

ん

f

る
.彼
等
.の
5

は
、
，
' 景
氣
が
順
調
な
れ
ば
，
順
調
な
る
.

1
つ
て 

ほ

な

る

ち

寒

あ

る

。」(
P
:
I
P
4
)
「

物
價
の
騰
貴
、
囊

雪

增

大

が

第

一

次

的

現

象

ど

な

々

、
贅

の

震

ょ
 

i

後
£

る
5

で
あ
る
。」
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a

l
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s
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ィ
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は

^
1

?

際

5
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S
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w

q

.

r
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I货
價
4

レ
下
落
の
結
果
ど
し
て
ょ
4

外
把
は
考
え
得
&

れ
な
い
、(

.

.一；

b

信
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の
增
加
ょ

V 
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ほ

の
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i

s

、「

f

與
え
ら
れ
た
る
條
件
の
t

s

て
、
'信
用
の
置

I

蓄

値

の
I

I

傷

■

懸

霞

f

し

髮

流

通

の

露

2

倉

基

S

の

李

段
の
證
速
度
i

の

藥
I

限
度
S

て
、

i

ぴ

で

あ

る

I

t「

物
S

貨
幣
の
奮
气
他

s

f
の
.分
？

S

係
を
其

I

貨
及
び
：
 

M

の
關
係

I

f

し
S

み
、
之

I

表
す
ど
し
て
ゐ
る
も
：の
で
あ
：る
。
財
貨

S

M

I
の 

化
產

S

意
味
S

V
割
合
I

し
く
舍
變
動
す
る
も
の
で
は
？

し
て
、
：
：
：
|

、

一
 

tl
の
/
/ノ
は

V
値
6
方
て
ニ
？

謂
ふ
如

i

騰
を
考
え
得

f

‘：
：
同
樣

R
、
ょ
^V

多
數
の
財
を
籐
性ど
し
て

■ ■ V
.■
■
■ 

: .
.
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.

‘
少

數

財

の

上

^

需

要

.の

集

.中

す

る

場

合

に

は

、

財

貨

全

體

の

絕

.對

價

値

の

.上

騰

す

る

事

は

あ

6

得

る

。」
「

故

に

、

全
 

體

ミ

し

て

の

財

貨

の

絕

對

偾

値

は

獨

立

的

^

變
動
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

.其

の

、變

動

が

物

價

fc
表

は

れ

る

の

は

、

•
.
:

. 

•

貨
幣
の
絕
對
價
値
の
.同
時
的
：騰
貴
を
阻
止
す
る
如
さ
貨
幣
的
流
通
手
段
の
，流
通
速
度
の
變
動
を
生
ず
る
が
爲 

.め
で
あ
る
。

.
:
. 

•
•

物
偾
騰
貴
の
際
に
流
通
速
度
の
增
加
す
る
は
、
直
ち
に
、
移
し
て
，、
以
て
、
^

の
證
明
ど
す
る 

事
が
出
來
る
‘。
故
^
物

價

は

、

交

換

方

式

中

，の

受

動

的

要

素

で

は

な

く

し

，て

、

反

對

R
能
働
的
荽
素；
で
あ
.る
。」(P.

I

9
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-

VS
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(
1
9
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〕

 

•

本
書
ば
其
の
表
題
化
於
て
明
な
る
如
く
、
生
產
及
物
價
の
，傾
向
的
運
動

.の
硏
究.で
あ
る
。：：
經
濟
生
活
，の
變
動
の
傾 

向
が
別.何
な
る
態*
を
採
る
名
の
で
あ
る
か
、
，
其
：の
理
論
的
根
據
は
如
怀
な
る

^
の
で
あ
，
る
か
^
就

て

は

、
.，，
靜

態

理 

論
が
艰
來
學
田̂
伸
や
か
な̂
成
長
去
小
し
た
る̂
對
し
ヤ
ャ
稍
へ
繼
子
吸
ひ
^
れ
た
る
嫌
は̂

重

要

な

る

所

以

は

指

摘

せ

ら

れ

殊

は

社

會

主

義

經

濟

學

の

侧

ょ

ぅ

し

て

、

m
:
々

し

い

發

展

が

.示

^

れ

て

ゐ

る

所

で

あ
 

る

‘

本

書

は

賞

證

的

統

計

的

方

法

を

以

て

ッ

英

来

獨

佛

其

の

他

諸

國

の

生

產

物

價

數

字

を

縱

橫

に

使

驅

し

て

、

過
去 

約

五

十

年

^

於

妙

る

第

一

次

長

期

的

傾

向

(
t
h
e

 

p
r
i
m
a
r
y

 

s
e
c
u
l
a
r

 

T
r
e
n
d
)

第

二

次

長

期

的

傾

向

(
t
h
e

 

S
e
c
o
n
d
a
r
y

 

-
s
e
c
u
l
a
r

 

t
r
e
n
d
)

循

環

的

變

動

(
c
y
c
l
i
c
a
l

 

A
u

c
t

i
o

n
〕

を

設

定

し

、

其

の

間

の

關

係

f
c
決

定

し

て

ゐ

る

の

で

あ

つ
 

て

、

所

謂

動

態

經

濟

論

の

某

礎

的

研

究

で

あ

る

。

，
：

，
：
.

:

第
一
章
ょ
立
1ー
章
迄
は
、
«
業
の
平
均
發
達
の
中
^
顯
る
る
發
展
率
の
漸
次
的
減
少
.の
，蹬
明
.で
あ
つ
て
.、
對
數
線•

第

二

十

五

卷

(

1
ニ
ー

〉

新
刊
批
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I十 

i
 

d
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^

5
 

.二
三 

或
は
ゴ
シ
べA

X

 

m線
を
材
料
s

當
b 

2
る
。へ
減
少
の
2

S

遲
I

業
の
發
達
f

代
替
産
業
£
對
す
る
.制
動
的
影
響
及
び
、
後
者
.の
.同
様
I

影
響
の
競
，靈

業
S

へ
ら
る 

:

る
事
、

」
(

三)

發
展
^
充
當
せ
ら
れ
る
資
金
の
增
加
率
は
.、
產
業
規
模
の
增
加
^
此
し
て
減
少
す
る
事
、>
0四〕

後
進
國 

.
ょ
办
の
.競
辦
^
之
を
需
？

ゐ
る
:'
°
第
四
窜
は
、
第
一
：1次
長
期
的
變
動
を
：取
扱
つ
，た

も

0
で
あ
5'
0
:此
の
變
1 |
の
存 

在
す
る
事
^
棚
■

は
>
 
旣
5

:
み
ブ
，
ォ
ン
ス.、V'

力
.？
セ
ー
X 

?
シ
ュ
ー
ビ
_ィ
ト
フ
等
の
不
完
条
乍
ら
指
摘
し
た
ル
で
あ 

CV

て
-
著

者

は

先

？
，
第
ー
次
的
傾
.向
の
：周|1
隹

は

，る
'5
備

倚
5:
通

し

て

、
：
：：移

動

平

均

法

を

用

ひ

て

、
：
循
環
的
變
边

大

这

影

|

ら
れ
：|

、
他
面
、
'

I
、

大
：發

明'
:質

、
時
S

力
な
f

フ
ス
ト
政
策
等
S

J
生
ず
;

^

の
な
I

す
る
。
證

章

第

五

S

、
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